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本学名草敏捷佐　野　利　掛一一J
臨時教育審議会が設置されて、教育問題がふたたび論議されそうな雲行きである。教養課程を廃
止せよ、との意見もあるらしい。永年教養課程の授業を担当してきた私のような者にとっては、無
関心ではおれない問題である。
大学教育のなかに教養課程が設けられたのは、言うまでもなく昭和二十四年の新制大学発足の時
のことであるが、やがて、教養課程こそ新制大学の特色を成すものだ、一般教育が大切なのだと主
張して、 「教養」を錦の御旗のように掲げる教養ナショナリズムが指頭してきた。不毛なうどきだ
と、にがにがしい思いをしたものであるが、興味深いのは、その際に、一体教養とはどのようなも
のなのか、教養なるものの中味はどうあるべきか、ということについては、まるで論ぜられなかっ
たことである。議論の最中に「それでは教養とは何ですか」と質問すると、皆の者がしばらく沈黙
してしまうのが常であった。
しかし、この質問もまた、実は不毛なものであった。というのは、生に関する事柄-生物学的
な意味での生命ではなく、人間の生きざまに関する事柄は、定義されにくいものなのである。無理
に定義したり、科学的に取り扱ったりすれば、実質をそこなう慣れが多分にある。だから詩論や文
芸論に優れたものが多数あっても、文芸学は成り立ちにくいのである。生的なものは、理論的にで
はなくて、体験的に把握する他に術はないように思う。 「友よ、すべての理論は灰色にして、緑な
のはただ黄金なす生命の樹のみ」 (ゲーテ) 0
だが、だからといって、教養は実体のない、虚構のものでは決してない。美を定義することは困難
であっても、美はたしかに存在するのと同様である。尊敬すべき人に出会って、なるほど教養ある
人とはこのようなひとのことだな、と感服するとき、われわれは実感的に教養なるものを理解して
いるわけである。
ところで、教養という概念の歴史は古く、西欧では古典古代にまで遡るが、教養(Bildung,人間
形成)をわれわれの目指すべき最高の目標だとする教養主義が生れてきたのは、カントや、ゲーテ、
シラーなど、文化史上の巨人たちがつぎつぎに現われた十八世紀から十九世紀にかけてのドイツで
あった。そのドイツで、教養の危機、教養小説の没落が言われはじめたのは、もうかなり以前から
であることを、心に止めておく必要がある。技術が恐ろしい速さで進歩している現代の産業社会は、
単に人間を取り巻く自然を征服するだけでなく、人間をも加工しつつある。人格形成のためには時
間が必要だが、現代の社会はその余裕を与えない。形成さるべき人間性が、内的にも外的にも脅か
されているのだ。いや、自己実現を志す教養人などは、むしろ邪魔者であろう。それに、 「広い知
識、教養」と言っても、極度に専門分化した学問の情況下で、果してそれが可能であろうか。優れ
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た業績は、ただ専門の研究分野に没頭している人だけがよくするものではないか。
今日、危機意識なしに教養を論ずるのは無意味だと思う。スペインの思想家オルテガは、そのよ
うな自覚のうえに立ちながら、にも拘らず教養の重要性を強調してやまなかった。彼の言うところ
をそのまま鵜呑みにできない点は少くないが、古典的_な書物となった彼の「大衆の反逆」や「大学の
使命」を、もう一度読みなおしてみることは、有益であろう。
それにしても、過去の偉大な教養人たちを鏡として、そこへ現在のわれわれの姿を映してみなく
てはなるまい。さもなければ、われわれはますます深く『新しい野蛮A (オルテガ)のなかへ沈ん
でゆくのではあるまいか。
≪パソコン余話≫
「＼
!～、
パソコンとパソコンをつなぐ
°
PC-1 00が3月に購入されて、最近流行の、パソコンとパソコンをつなぐことを試してみました。・
受信側がPC-100、送信側はPC-8801、マニエアルに従いRS 232Cケーブルをリバー:
スにつなぎかえ、 PC-8801の8インチ・ディスケットのデータを転送してみました。　　　　・
最初はこわごわ3 0 0ポーで転送、動作の確認後一挙に9 6 0 0ポーに転送速度を上げました。
情報検索で300ポーになれていた目にはまさしく目にもとまらぬ早技で・ PC-100側の5イン:
チ・ディスケットに完壁に転送できたのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
°
それでは、 BASI Cプログラムの転送は出来ないものかと、試行錯誤の後ちJ:つとしたテクニック・
をもちいてPC-100をダマスとN88-DISK BASICプログラムが転送されて、PC- :
1 0 0のBASI Cプログラムとして管理されるのです。
もちろん、画面コントロール・コマンド(SCREEN. CONSOLE. LOCATE etc.)が異なり:
そのまますぐに利用は出来ませんが、基本的構造は活用出来ました(紙面の都合上詳細は省略します。)。*
°
さらに、実験的にですがPC-8801で計算させ、データをPC-100に転送、グラフィックス・
°
を描かせ、その間に次の計算、描き終わればデータを送るということも試してみました。併行処理の真・
°
似事ですが、なかなかおもしろいものでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
°
実際の業務においては、急な大量のデータ処理の必要が生じた時には、 2台のパソコンに2人が別々・
にデータを入力して最後にどちらかのパソコンで処理させることが出来るということになりそうです。 :
パソコン・レベルでの併行処理など数年前などは夢のような話でしたが、おもしろくもあり、一方、 :
少々気味の悪い出来事ともいえます。
°
°
°
(普)　　・
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教室めぐり〔10〕
ニシ-　ニシ
2Cと西の間をウロウロ5年
-泌尿器科学講座-
かつて「泌尿器科学教室」と印刷した封筒を
校費で発注したところ、 「教室」という呼称は
正式には存在しないから「講座」に変更してほ
しいと指摘を受けました。なるほど学則をはじ
め学内公文書棟に「教室」なる語はあらわれて
こない、どもっともなことと規則遵守精神の高
い滋賀医大事務局の指示に従いました。
さてここに「教室めぐり」と題する原稿を求
められ、 「さざなみ」は公文書ではないからよ
ろしいのか、しかし印刷費は国費持ちであろう
か、などとつまらぬことを考えながら辞書を見
ますと、 「授業をおこなう部屋」という意味の
はかに、 「大学などで専攻科日ごとの研究室」
とか、 「教科別に教員の所属する部屋」とあり
ますので、いちおう市民権を有する慣用語です。
ただ、日本的な社会風土のなかで育ってきた言
葉でありまして、外部からうかがうことのでき
ない、不透明ガラスで隔絶された密室という感
じがないでもありません。だから、同じ大学内
でもこのように「教室めぐり」などを書いて、
室内を垣間見ていただく必要があるのでしょう。
とくにわが泌尿器科は、臨床研究棟の最上階西
端という密室的一角に位置しているのでなおさ
らです。
有名な「ヒポクラテスの誓い」 、これは私が
第1学年の医学史・医学概論の講義で、とくに
熱心に解説しているところですが、このなかに
「勝耽結石患者に載石術をすることはせず、こ
4-
友　吉　唯　夫
れを業務とする人にまかせます」という一節が
あります。これを現代的に解釈すれば、一般医
(generalist)は、勝舵から石を摘出するとい
うような治療はその道の専門家(specialist )
にまかせなさいということです。西洋ではこ
のように古くから泌尿器科の専門医が存在しま
した。ところが、わが国では泌尿器科にとって
不幸な歴史がありました。それはヨーロッパに
留学したある明治の医学者が皮膚科学と泌尿器
科学の両方を修めて帰りました。以来両者は、
性病を扱う点にわずかの境界領域を共有してい
るにすぎないのに、ながらく不思議な結合を続
けていました。しかし現在では、大学はもちろ
んのこと、ほとんどすべての病院で、この過去
の関係を示唆するようなところは見当りません。
滋賀医大病院2C病棟は、たまたま皮膚科と泌
尿器科がいっしょですが、これは病院全体のな
かにおける病床配分からきた帰結でありまして、
私などは皮膚病学にかんしては無知同然、回
珍時皮膚科の患者さんの前を通りましても全く
アルマクはないのです。
滋賀医大の卒業生からは、現在8名の泌尿器
科医が育ちつつあります。東大に2名、医歯大
に1名のはかは本学で研鎖中です。どの人も泌
尿器科の臨床が楽しくてたまらないといった感
じで、実に熱心に頑張っております。泌尿器科
もガン病棟といえるぐらい腫場患者が多く、つ
いで尿石症、先天性尿路通過障害などが続きま
′「
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すが、副腎腫癖も他科から紹介していただいて
手術例を積重ねております。
泌尿器科は、他科との共同珍癖への参加が多
いこともひとつの特色かも知れません。これは
境界領域が広いからです。まず透析部ですが、
念廟久しかった専任看護婦の配置を得て以来、
第三内科、第-外科の先生がたとともに透析珍
癖を続けております。腎不全のより理想的な治
療法である腎移植にかんしましては、この方面
で先耳区的な業績を有しておられる第-外科の先
生がたと腎移植班を形成して、着実に症例をふ
やしつつあります。
泌尿器科学教室にとって、本年は重要な行事
に関係する年となりました。それは11月に、泌
尿器科中部連合総会という会員数1,0 0 0余名
の中規模学会を主催することになっているから
です。 E]下いろいろと準備を進めているところ
ですが、学会関係の印刷物には、 「教室」とい
う文字を入れませんでした。校費を用いてのこ
とではないのでその点は自由なのですが、公称
としては存在しないという事務局のど指摘を妥
当とする考えが今も頭の片隅に残っているせい
です。 「教室」にしても「講座」にしても、外
国人には説明しにくい制度ですが、英訳すれば
department以外に適当な語はないように思
いますや京都大学概要(英文)にはchairがあ
てられていますが、本来教授などの名誉あるポ
ストという意味でありますから「教室」とは異
なります。
「教室めぐり」なる一文が、 「教室」という
言葉をめぐって紙幅を費やしてしまったことを
おわびします。　　　(泌尿器科学講座教授)
ことば・ア・ラ・カルト
「汗」をかくのも大事な仕事
F医科学大事典Jの説もさることながら、汗が分泌される汗腺は乳腺と横線関係にあり、その数は日
本人で平均約2 3 0万個、そこから一一日に102以上の汗が分泌されるという。ヒヤ汗をかいたり運動す
れば更に分泌量は増えるわけである。
/
このヽ汗′ 、疾病.病名ではギ1)シャ語の　opwsからラテン語を経由してきたhidrosisが用いら
れる。いわゆる「多汗症」も、これにhyper (過多の)を冠してhyperhidrosisという。このhidrosisォ.
hidros )以前の語源は、もう一つ医学分野で通常用いられる英語本来のlsweat ′の語源はど明ら
かではないが、 hid-はsweatへと語形変化したswoid-, swid-に、更にはそのswoid-は同族
の原形であるラテン語のsudor (今日のsudation )に比属される。
そのhidrosisは、例えばドイツ語でmiβ (反対の意)を表わすdysと共にDyshidrosis (発汗
障害)とか、ギリシャ語の。sm舌(odor 、香り)と結合してosmidrosis (臭汗症)等さまざまな
専門用語を形成している。
さて、日常的にはフランス語perspirerから入ったperspiration (発汗)を用いるのが一番上品
といわれ、 sweatingはやゝランクが落ちるようである。ともあれこれからの季節は、多汗′ (多感
?)の人にとって嫌なシーズンである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(久)
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地域の医療を考える〔10〕
地域医療における機能分担と
患者啓蒙について思うこと
大津市民病院　高　田　　　　洋
医療の姿はその国、その時代の政治・社会・文化・経済の変化につれて変革をみるものであるが、
保健医療の水準は国の文明度を計る一つのバロメーターと考えてもよい。国の行政改革・財政再建
の名のもとに増加しつつある国民医療費抑制のための諸政策が打出され、健康保険法の改変が今ま
さに国会の場に上程審議されようとしている。受益者負担の賛否については各人考え方に相違はあ
るが、医療活動・技術に対する妥当な医療報酬の設定されていない現状でたヾ財政窮乏の由のみで
論じられていることに憤りを感じるものである。しかし、混乱を示す医療界にあって合理的・効率
的な医療について我々も再考する事は必要と考える。
我が国の医療の歴史が示す如く、明治以来開業医及び個人投資による私的病院並びに特殊な地位
を占める大学病院によって医療の多くの部分が行われて来た。 「自分の身体の事を知りつくしてく
れている先生、家族の事も何でも相談出来るお近くの先生。 」という表現で個人の自由意志に基づ
き親しさと信頼関係に結ばれた個人の医療がその中核をなしたことはプライマリーケアのすばらし
い姿であり医療の原点であると考える。しかし、戦後殊に国民皆保険の制度のもとに医療需要は急
激に増大し、一方では人口の高齢化・核家族化、都市集中による転居など社会状勢の変化、更には
価値観の変革など他方では医学・医術の進歩・施設設備の近代化と合まって医療供給体制は変化し、
社会資本による病院が次々と設立されると共に私的医療機関も益々過剰な人的・物的投資を迫られ
る結果となった。医療機関はその数を増し乍らも何らシステム化の方策が講ぜられないまゝに競合
関係におかれて今日に至っている。この姿は患者の側からみれば受珍先の選択に迷い大病院指向の
傾向を助長し、病院外来診療に於ては待ち時間の延長や、やゝもすれば診療・指導に充分な時間が
得られない情況を招来している。一方医療側に於ても充分時間をかけた珍癖が出来ず自ら満足出来
ぬまゝの診療を余儀なくされ、又過剰投資と過当競争により経営的にも苦境をまねくという相互に
不幸な事態を招来しているのが現在の医療の一面を表わしていると考える。
私共地域中核病院は絶えず医学の進歩・専門分化に対応出釆るよう人的・物的資源を整備し二次
・三次医療・不採算医療部門を担当し、医学・医術の研究、医療従事者の教育・研修を行うのが本
来の主たる使命であり役割と考える。前述した如く我々の病院でも日常外来珍癖の場に於ては患者
は高度の専門性を必要としない.軽症患者が決して少くはない。しかもそれらの患者の中には近所の
医師で受療し乍ら自分の勝手な判断で診療が妥当かどうか確認のために来院する所謂重複受診者も
少くない。こうした現象は時間外診療や救急診療の場でもしばしばみられ二次医療機関としての本
来の機能を阻害し、対応如何によっては受療者や家族に不満を与える原因ともなり、又大きくは国
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民医療経済の面からも重大な損失になることは患者の側では一向に理解されていないのである。こ
うしたプライマリーメディカルケアの混乱した現象をみるにつけても患者啓蒙の必要性を痛感する
ものである。
ライフサイクルの各ステイジに対応した包括医療が唱えられて久しい。今回は初期医療における
問題点に限って述べたが一次・二次・三次医療を担う医療機関が相互に効率良く作動するための総
合的な医療体制の整備が急がれる。そのためには医療機関の原則的な機能的役割分担を明確にし、
相互の連繋を密にして日常の医療業務を推進すべき時期にあり又時代の要請でもあると考える。一
般医(ホームドクター) ・病院医師を含めた医療関係者と行政及び地域住民の三者が医療供給組織
のしくみと機能を充分討議し地域医療の実をあげることが重要であろう。我々としても院内におけ
るいわば受動的な医療活動の他に院外における能動的活動としての予防医学的活動例えば検珍・予
防接種などのプライマリ--ルスケアの一環として地域住民の合理的な受療に対する正しい認識
と理解を深めるための啓蒙・教育の重要性を強調したい。地域医療の中に占める自治体病院の役割
は院内外活動を通じて更に増大すると思われるが医の本質を見誤ることなく信頼しあえる地域の医
療を目指して全てが互に努力せねばならないと考える。同時に又診療活動や予防医学活動が適切に
行え得る医療報酬体系の改正と行政の財政措置を切望して止まない。
大　津　市　民　病　腕
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近代医学の名著
Stoeckel産科学
友　吉　唯　夫
1 9 2 0 (大正9)年初版のW.Stoeckel編「産科学」は予想以上の好評を博し、はぼ20年に
わたり、標準的な産科書として医学界に寄与したのであるOキール大学教授のStoeckelは、この
書のゆえに有名となり、わが国でも1 920年代から1 930年代にかけて医学生であった人の
多くに、シュテッケルの名は知られているはずである。
本書は図版5 5 4コを含む1,0 4 9ページの大冊で、共同執筆者のなかには著名な学者が多い。
19世紀後半には子宮破裂の原因をめぐっての論争が盛んであったが、子宮の炎症性疾患が重要な原
/
因であることを指摘したボン大学のOtto von Franque、オビッツ氏妊娠腺の名で知られるように、
妊娠時の子宮腺上皮の変化を記載し、後年の子宮内膜の周期性変化についての研究を触発したフラ
イプルグ大学の　Erich Opitz 、ザイツ・ウインツ法で知られる子宮頚癌に対する放射線照射術
式を創始したエルランゲン大学のL.Seitz　　ウオルバルト細胞巣の名で知られるように、卵巣の
未分化上皮細胞が胎児体腔上皮に類似のもので、卵巣の党液腫や偽ムチン褒腫の発生母地となるこ
とを指摘したチューリッヒ大学のM. Walthard (1 867-1 933)などが名をつらねている。
(泌尿器科学講座　教授)
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?????????古医書への
近江扇鵠・中
???? ?
ド ＼
生生堂医謂　中神琴渓口述　寛政8年刊
旨サ;;:!
本書は、賀川玄悦と共に近江が誇る医の先哲
.軍嗣絃あ教えるところを、門人の伊藤王佐
が編辞したものであるo琴漠は、寛保4年(1 7 4 4
年)近江国栗太郡南山田村(現滋賀県草津市南
山田町)の農家に生れ、若くして京都・中神家
の養子となった。いつの頃から医を志すように
なったのか詳かではないが、 30才を過ぎてから
「古方便覧」 (六角重任著)に接して大いに得
る所あり、以後吉益東洞の古医方に深く傾注し
た。その説く所は実践を重視し、机上の空論に
走る事を強く戒めた。本書でも「医学をするの
は何の為か。病を治すことこそ肝腎である。そ
の肝腎のところを学ばず、理論ばかりに心を留
めていたのでは数年の精神を費しても、学べば
学ぶ程迷いが出てくるだけである。 」と述べて
いる。また書物による学問については、 「先人
の治療法を学ぶには書物を頼る以外に方法はな
(、　いが、心構えが悪ければ数万冊の本を暗記し、
数十年の時間を費し
ても治療には何の役
にも立たない」と批
判し、更に「心構え
さえ良ければ、四書
五経、歴史書、 詩文
象　兵法・軍法書、
小説あるいは物語、
草子の頼からでも学
ぶ事がある」と雑学
を奨励している。
?
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琴裸は、はじめ大津市の長等山の麓に住んで
いた。この頃の大津は、東海道、敦賀路の要所
として人の出入が激しく、宿場女郎の中には梅
毒がひろく蔓延していた。当時軽粉(塩化第-
水銀)で梅毒を治療する方法があったが、副作
用が強いため患者の方から軽粉による治療を拒
否する傾向にあった。ところが、琴漠か軽粉療
法を行うと伝え聞いた女郎衆は、このまま生き
長らえても苦界から逃げ出せる訳でもなし、い
っそ廃人になっても良いからと、積極的に軽粉
療法を受けるようになった。その結果数百人の
宿場女郎や女中が梅毒の病魔から逃れ、琴渓の
名声はとみに上ったといわれている。この間の
事情も本書には詳しく記されている。
その後琴漠は、京都の堺町四条に医門を張り、
.大いに名声を博した。その後江戸や長崎にも遊
学したが、晩年は近江の田上に隠棲し、中国・
戦国時代の名医、篇闇こなぞらえられて近江扇
鶴と呼ばれた。
琴漠は、 「書物の中で本意とする事を書ける
のは2分ばかりで、残りの8分は潤色にすぎな
い」と考えていたので、自ら筆をとることはし
なかった。従って本書を含めて「生生堂傷寒約
言」、 「生生堂治験」、 「生生堂雑記」、 「生生堂養
生論」など琴渓口述の書物は、いずれも門人の
筆記になるものばか
りである。
塞　天保4年(1883
製年)投、行年90歳。
掌京都府綴喜郡井手町
■ 田村新田の宝蔵院に
眠る。
】取(産科婦人科学講磨軒耐
新着図書の中から
ダウン症児の早期教育 ヴァレンタイン・ドミートリーヴ著
ダウン症児と書いてあなたはどんな「発達」
のイメージをもつでしょうか。この本を読むま
での私と同じように、「期待がもてない」、 「悲観
的」という考えをお持ちなら、是非、本書を読
んでください。こうした考えは、実は、古い固
定観念に基づいて無知故の偏見であったことを
知らされ、嬉しいショックを受けるでしょう。
もちろん、 「発達理論に基づいて充分に検討さ
れたプログラムで早期教育を実施すれば著しい
成果が得られる」こと位知っているさという方
もおられるでしょう。さすが医大生ですね。で
もそういう方もこの本を読んでください。将来、
医師として、 「自然界の偶発事故」である何ら
渡　連　幸　子
かの障害をもった赤ちゃんの誕生に出会った時、
子供とその両親に、プロフェッションとして何
をなすべきかを教えてくれるでしょうから。
本書では、ワシントン大学での療育実践のモ
デルプログラムの中心となった具体的・専門的
なテクニックが詳しく、わかり易く紹介されて
います。ちなみに3月3日付け京都新聞夕刊は、
川崎市立心身障害センター療育相談所の12年間
にわたる早期療育の成果を報道しています。同
相談所に電話で照会しましたところ、この調査
報告書が7月に発行されるそうで、発刊しだい
当館に贈っていただけることになりました。あ
わせて一読くださいo　　　　　　(図書課)
図書館の活動(59.2. 1-59.5.31)
2/14　第36回図書館委員会
2 /24　近幾地区国公立大学図書館協議会
図書館施設に関する研究集会(兵庫教
育大)
3 /2　第32回近畿地区医学図書館協議会例会
(京都府立医大)
3 /15　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネ
ットワーク協議会第18回開発委員会
(京大図)
3 /22　第37回図書館委員会
3 /28　近畿北部地区国立大学図書館機協議会
(京大)
3 /28　近畿地区国立大学図書館協議会
4 /20　第38回図書館委員会
5 /30　昭和59年度国立大学図書館事務部課長
会議(東京医歯大)
滋賀医科大学附属図書館報「さざなみ」　　Nal9　1984年6月発行
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